
「コロナ禍での健康づくり」バトンリレー連載⑰ 

 

「ストレートネックについて」      みさと健和病院 医事課 

   

みさと健和病院医事課には、お昼休みにラジオ体操を自主的に行うスタッフが

います。 

きっかけは、職場内で頚椎椎間板ヘルニアを発症したスタッフが出た事です。 

医事課は意外と院内を動き回る事も多いのですが、それでも 1 日の大半はパソ

コン作業を伴う業務にあたっています。 

このため、知らず知らずのうちに首が前に出ている状態（いわゆるスマホ首）や、

頚椎のカーブが失われた状態（ストレートネック）になってしまう危険性が高い

職種と言えます。 

今回ヘルニアを発症したスタッフは、首の不調を全く自覚しておらず、MRI 検

査をして初めて自分の頚椎が変形している事を知りました。 

ラジオ体操は、複数名で実施するまでには至っていませんが、こうした自主的な

取り組みに刺激を受け、正しい姿勢を心がける、ストレッチをするなど、仕事を

しながらでも手軽にできる事を行うようになったスタッフもいます。 

コロナ禍で運動不足を感じている方は多いと思います。他人事と思わず、これか

らも予防や悪化防止に取り組んでいこうと思います。 

                                                

   


